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一
　
津
島
信
仰
の
伝
播

　

夏
は
疫
病
や
飢
饉
が
流
行
す
る
た
め
、
そ
の
原
因
と
な
る
疫
神
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
祭
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
水
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
多
く
、
稲
作
に
は
雨
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
水
神
を
祀
る
こ
と
も
盛
ん
で
あ
る
。
さ
ら
に
虫
送
り
や
麦
の
収

穫
祭
、
都
市
の
祭
礼
な
ど
の
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
夏
祭
り
は
、
祇
園

祭
や
天
王
祭
で
あ
り
、
関
西
で
は
京
都
の
祇
園
祭
が
有
名
だ
が
、
東
海
地
方
で
は
む

し
ろ
愛
知
県
津
島
市
の
津
島
神
社
の
津
島
祭
の
方
が
有
名
で
あ
る
。

　

津
島
神
社
は
、
木
曽
川
下
流
の
輪
中
の
東
岸
に
位
置
し
て
木
曽
川
支
流
の
天
王
川

に
面
し
て
い
る
。
土
砂
の
堆
積
で
川
は
閉
ざ
さ
れ
、
天
王
川
公
園
の
中
に
川
の
一
部

が
池
と
な
っ
て
残
っ
て
お
り
、
現
在
は
そ
こ
で
祭
り
を
行
う
。

　

津
島
祭
（
津
島
天
王
祭
）
は
、
も
と
は
旧
暦
六
月
十
五
日
、
現
在
は
七
月
第
四
日

曜
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
祭
り
に
は
、
二
艘
の
船
を
並
べ
て
そ
の
上
に
屋
台
を
組
み
、

宵
祭
に
は
屋
根
の
上
に
三
六
〇
個
の
提
灯
を
半
球
状
に
吊
し
、
中
央
の
真
柱
に
十
二

個
の
提
灯
を
飾
っ
た
巻
藁
船
を
五
隻
出
す
。
翌
日
の
朝
祭
に
は
、
提
灯
の
代
わ
り
に

能
人
形
を
載
せ
た
屋
台
を
組
ん
だ
車だ
ん
じ
り楽

船
と
市
江
車
の
六
隻
が
御
旅
所
に
向
か
う
。

　

こ
の
祭
り
の
中
で
最
も
重
要
な
儀
礼
は
、
朝
祭
の
終
わ
っ
た
深
夜
に
行
わ
れ
る
御み

葭よ
し

（
神
葭
）
流
し
の
神
事
で
あ
る
。
御
葭
を
束
ね
て
人
形
な
ど
と
と
も
に
天
王
川
に

流
し
、
こ
の
御
葭
が
流
れ
着
い
た
集
落
で
は
、
そ
の
場
所
に
真
菰
と
竹
で
棚
を
作
り
、

そ
れ
に
納
め
て
七
十
五
日
間
祀
っ
た
。
現
在
は
御
葭
を
池
で
七
日
間
放
流
さ
せ
た
後
、

水
辺
に
棚
を
作
っ
て
祀
っ
て
い
る
。
こ
の
祭
り
が
終
わ
る
こ
ろ
は
、
残
暑
の
時
期
も

終
わ
っ
て
お
り
、
厳
し
い
暑
さ
と
疫
病
な
ど
の
流
行
時
期
を
無
事
に
過
ご
し
た
こ
と

に
な
る
。

　

古
く
か
ら
こ
の
祭
り
に
は
多
く
の
見
物
人
が
集
ま
り
、
名
古
屋
市
の
熱
田
神
宮
の

南
新
宮
社
や
蟹
江
町
須
成
の
冨
吉
建
速
神
社
・
矢
剱
社
な
ど
、
愛
知
県
西
部
に
は
こ

の
祭
り
を
ま
ね
て
巻
藁
船
や
車
楽
船
を
出
し
た
り
、
御
葭
流
し
を
行
っ
た
り
す
る
神

社
が
、
今
で
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
神
官
や
社
家
な
ど
の

御
師
や
彼
ら
に
仕
え
た
手
代
が
東
日
本
の
広
い
範
囲
に
檀
那
場
を
持
ち
、
神
札
を
配

っ
て
活
発
に
布
教
を
行
っ
た①
。

　

明
治
に
な
っ
て
神
職
の
世
襲
廃
止
や
神
札
頒
布
禁
止
令
な
ど
が
出
さ
れ
、
御
師
の

活
動
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
直
接
神
社
へ
参
拝
し
て
神
札
を
受
け
取
る
こ
と
は
そ
の
後

に
許
可
さ
れ
、
村
の
津
島
講
か
ら
代
表
者
が
津
島
神
社
に
参
拝
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

そ
の
神
札
は
、
村
の
辻
や
氏
神
社
の
境
内
に
小
祠
を
作
っ
て
祀
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の

祠
は
、
材
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
や
技
術
伝
承
の
問
題
か
ら
現
在
は
木
や
石
の
祠
に

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
も
と
は
青
竹
や
麦
藁
・
杉
葉
や
檜
葉
な
ど
の
植
物
を

材
料
に
し
た
仮
設
の
祠
（
お
仮
屋
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
静
岡
県
か
ら
三
重
県
、
滋



二

賀
県
に
津
島
の
神
札
を
祀
る
お
仮
屋
が
今
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
津
島
信
仰
の
お
仮
屋
の
事
例
を
現
地
調
査
に
よ
っ
て
確
認
し
、

そ
れ
を
も
と
に
考
察
し
て
み
た
い
。

二
　
木
曽
川
東
岸
の
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン

　

津
島
神
社
の
周
辺
地
域
で
は
、
本
社
の
津
島
祭
が
終
わ
っ
た
後
に
、
各
集
落
で
祭

り
を
行
う
所
が
多
い
。
蟹
江
町
の
須
成
祭
は
八
月
第
一
土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
車

楽
船
は
一
艘
し
か
出
な
い
が
、
朝
祭
後
の
深
夜
に
神
社
の
横
を
流
れ
る
蟹
江
川
で
御

葭
流
し
を
行
う
。
御
葭
の
束
を
十
字
に
縛
っ
て
中
心
に
御
幣
を
立
て
、
七
日
間
川
に

浮
か
べ
た
後
、
境
内
に
設
け
た
棚
に
御
葭
を
上
げ
る
。
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
の
竹
を

四
方
に
立
て
、
約
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
棚
を
作
っ
て
、
川
か
ら
引
き
上
げ
た
御
葭

を
載
せ
て
（
写
真
1
）、七
十
五
日
間
祀
る
。
こ
の
棚
は
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン
と
も
呼
ば
れ
、

古
い
図
と
し
て
は
『
張
州
雑
誌
』（
巻
五
三
・
熱
田
海
御
葦
着
岸
）
に
、
熱
田
社
の

祭
り
に
提
灯
を
灯
し
た
平
入
の
お
仮
屋
が
見
え
る
。

　

津
島
神
社
の
西
、
木
曽
川
下
流
東
岸
の
旧
立
田
輪
中
・
神
明
津
輪
中
地
域
の
集
落

で
は
、
実
際
に
御
葭
流
し
を
行
わ
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
祭
り
と
し
て
オ
ミ
ヨ
シ

サ
ン
や
オ
ミ
ッ
コ
シ
サ
ン
、
子
ど
も
ザ
イ
レ
ン
が
行
わ
れ
、
竹
と
真
菰
な
ど
を
材
料

に
お
仮
屋
が
作
ら
れ
る
。

　

愛
西
市
（
旧
八
開
村
）
赤
目
町
で
は
、
西
赤
目
地
区
が
八
月
第
一
土
曜
日
に
野
菜

集
荷
場
の
前
に
台
を
出
し
て
小
祠
を
載
せ
、
台
の
下
部
は
色
紙
の
幣
で
飾
る
。
祠
の

内
部
に
は
、
竹
で
挟
ん
だ
神
札
を
茄
子
に
挿
し
て
祀
っ
て
い
る
（
写
真
2
）。
東
赤

目
地
区
は
翌
日
曜
日
、
集
落
内
の
道
路
沿
い
に
木
製
の
祠
を
祀
り
、
前
に
笹
を
二
本

立
て
る
。
ど
ち
ら
の
地
区
も
七
日
間
祀
ら
れ
る
。

　

赤
目
町
の
北
側
の
各
集
落
で
も
、
同
様
の
祭
り
を
行
う
。
立
石
町
は
、
八
月
第
一

日
曜
日
に
立
石
集
会
所
西
隣
の
集
荷
場
内
に
木
製
の
祠
を
祀
る
。
江
西
町
は
、
七
月

第
二
日
曜
日
に
、
神
明
社
の
拝
殿
前
に
東
向
き
に
竹
と
真
菰
の
お
仮
屋
が
作
ら
れ
る
。

祀
る
期
間
は
特
に
決
ま
っ
て
な
い
よ
う
で
、
八
月
に
入
っ
て
も
残
っ
て
い
る
（
写
真

3
）。
川
北
町
で
は
、
川
北
神
社
の
境
内
に
青
竹
に
真
菰
で
屋
根
を
葺
い
た
棚
を
作

っ
て
神
札
を
納
め
た
木
製
の
小
祠
を
置
き
、
周
囲
は
杉
葉
を
割
竹
で
挟
ん
で
壁
に
す

る
。
こ
こ
で
は
、
七
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
祀
ら
れ
る
（
写
真
4
）。

　

赤
目
町
の
西
隣
の
下
大
牧
町
と
塩
田
町
は
、
木
曽
川
堤
防
に
接
し
た
集
落
だ
が
、

下
大
牧
町
で
は
八
月
第
一
土
曜
日
の
午
後
に
真
菰
の
棚
を
神
明
社
南
西
の
堤
防
に
祀

り
、
翌
朝
に
木
曽
川
へ
流
す
。
塩
田
町
は
、
第
一
日
曜
日
の
午
前
中
に
子
供
た
ち
が

材
料
の
笹
や
真
菰
を
集
め
て
公
民
館
で
昼
食
を
と
り
、
十
五
時
ご
ろ
か
ら
大
人
た
ち

が
木
曽
川
の
堤
防
に
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン
の
棚
を
作
る
。
長
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
笹
を
四

本
立
て
、
そ
れ
を
柱
に
し
て
屋
根
の
あ
る
棚
を
作
る
。
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方

で
高
さ
が
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
地
面
か
ら
屋
根
の
上
ま
で
が
約
二
メ
ー
ト
ル
の

家
形
の
棚
で
あ
る
（
写
真
5
）。
十
六
時
す
ぎ
に
は
完
成
し
て
日
暮
れ
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
参
拝
し
、
翌
朝
に
木
曽
川
へ
流
す②
。

　

愛
西
市
（
旧
立
田
村
）
小
茂
井
町
で
は
八
月
第
一
土
曜
日
に
八
幡
社
の
社
前
に
棚

を
作
り
、
稲
沢
市
祖
父
江
町
野
田
で
は
、
青
竹
の
御
簾
に
津
島
神
社
と
書
い
て
御
幣

と
と
も
に
祀
る
。
以
前
は
旧
佐
屋
川
堤
防
の
上
で
竹
と
麦
藁
で
作
っ
た
お
仮
屋
に
納

め
て
い
た
が
、
現
在
は
神
明
社
の
前
の
地
面
に
置
か
れ
た
木
製
の
覆
い
屋
に
変
わ
っ

て
い
る
（
写
真
6
）。

　

オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
以
外
に
、
津
島
市
下
新
田
や
一
宮
市
萩
原
町
中
島
な
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写真 1　蟹江町・須成祭のお棚上げ

写真 3　愛西市江西町

写真 5　愛西市塩田町

写真 2　愛西市赤目町（西赤目）のオミヨシサン

写真 4　愛西市川北町

写真 6　稲沢市祖父江町野田

愛知県西部のオミヨシサン



四

ど
で
は
小
祠
を
オ
シ
ャ
ト
ウ
と
呼
び③
、
名
古
屋
市
中
村
区
稲
葉
地
の
神
明
社
の
境
内

に
、
七
月
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
祀
ら
れ
る
小
祠
は
仮
社
殿
と
呼
ば
れ
る④
。
木

曽
川
東
岸
か
ら
知
多
半
島
に
か
け
て
の
地
域
に
お
け
る
津
島
神
社
の
神
札
を
祀
る
信

仰
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
が
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
一
九
九
九
年
の
企
画

展
で
紹
介
し
て
い
る
が⑤
、
祖
父
江
町
野
田
の
よ
う
に
、
そ
れ
か
ら
十
年
た
ら
ず
の
間

に
も
麦
藁
の
お
仮
屋
が
な
く
な
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。

三
　
伊
豆
地
域
の
お
涼
み

　

静
岡
県
東
部
の
三
島
市
・
沼
津
市
か
ら
伊
豆
半
島
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
夏
祭

り
は
お
天
王
様
の
祭
り
と
呼
ば
れ
る
が
、
津
島
祭
よ
り
も
早
い
日
程
で
行
わ
れ
る
。

　

三
島
市
南
部
の
中
郷
の
各
地
区
で
は
、
津
島
社
の
小
祠
を
出
し
て
二
本
の
担
ぎ
棒

の
上
に
載
せ
、
細
縄
を
何
十
本
と
掛
け
て
全
体
を
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
縛
る
。
そ
れ

を
神
輿
と
し
て
集
落
内
を
担
い
で
廻
り
、
か
つ
て
は
川
の
中
に
も
入
れ
た
と
い
う
。

七
月
六
日
の
夕
暮
れ
に
行
わ
れ
た
が
、
最
近
は
第
一
土
曜
日
に
な
り
、
担
が
れ
た
後

の
小
祠
は
第
二
日
曜
日
の
氏
神
社
の
夏
祭
り
ま
で
社
前
に
祀
ら
れ
る
。

　

大だ
い
ば場

地
区
の
大
場
神
社
で
は
、
社
前
の
鳥
居
横
に
台
を
置
い
て
そ
の
上
に
小
祠
を

祀
る
。
こ
の
台
は
涼
み
台
と
呼
ば
れ
る
。
中
島
地
区
の
左
内
神
社
で
も
鳥
居
の
左
側

の
台
の
上
に
祠
が
祀
ら
れ
る
。
鳥
居
の
左
側
に
は
公
民
館
が
あ
り
、
そ
の
建
物
か
ら

祠
を
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
神
社
と
は
直
角
の
向
き
に
な
っ
て
い
る
（
写
真

7
）。
梅
名
地
区
の
右
内
神
社
で
は
、
鳥
居
の
右
側
に
大
き
な
木
製
の
仮
屋
を
設
け
、

そ
の
中
の
棚
の
上
に
小
祠
を
祀
る
。

　

大
場
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
中
島
や
梅
名
で
は
「
天
王
講
」
と
呼
ば
れ
る
女

性
た
ち
の
お
籠
も
り
が
あ
り
、
毎
夜
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
祈
禱
を
行
う
。
中
郷
の
お
天

王
様
の
信
仰
を
細
か
く
見
る
と
、
大
場
や
中
島
地
区
は
祇
園
八
坂
神
社
系
、
梅
名
や

安
久
地
区
は
津
島
神
社
系
と
分
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が⑥
、
そ
れ
ら
の
祭
り
方
の
違

い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
「
お
涼
み
」
と
称
し
て
津
島
神
社
の
小
祠
を
祀
る
こ
と
は
、
こ
の
周
辺
の
地
域
で

広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
三
島
市
中
郷
と
接
す
る
清
水
町
戸
田
で
は
、
集
落
の
中
心
に

あ
る
辻
で
、
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
「
お
天
王
さ
ん
が
お
涼
み
に
な
る
」
と

称
し
て
小
祠
を
祀
る
。
小
祠
は
オ
フ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
、
毎
夜
女
性
が
交
代
で
供
物
を

捧
げ
る
。
十
五
日
が
ホ
ン
ビ
と
呼
ぶ
祭
り
の
日
で
、
女
性
た
ち
と
子
ど
も
が
参
加
し

て
牛
頭
天
王
真
言
を
唱
え
る
。

　

清
水
町
内
で
は
、
新
宿
や
下
徳
良
で
も
一
か
月
間
小
祠
を
祀
る
が
、
新
宿
で
は
昔

は
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
約
三
か
月
間
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
久
米
田
で
は
、
七
月

六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
小
祠
を
祀
る
が
、
近
年
ま
で
竹
を
柱
に
し
て
小
麦
藁
を
材
料

に
し
て
切
妻
屋
根
の
お
仮
屋
を
建
て
、
最
終
日
に
川
に
流
し
て
い
た⑦
。
い
ず
れ
の
地

区
も
男
性
で
は
な
く
、
女
性
が
祭
り
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

　

清
水
町
の
南
と
接
す
る
沼
津
市
大
平
で
も
、「
お
涼
み
に
出
る
」
と
称
し
て
七
月

七
日
に
氏
神
社
の
八
幡
神
社
の
鳥
居
横
に
オ
フ
ク
ラ
を
出
す
。
こ
こ
の
オ
フ
ク
ラ
は

津
島
の
神
札
を
祀
る
祠
と
そ
れ
を
中
に
納
め
る
屋
形
で
、
屋
形
の
屋
根
と
三
方
の
壁

面
は
麦
藁
（
麦
稈
）
で
葺
く
（
写
真
8
）。
十
三
日
（
現
在
は
、そ
の
前
の
土
日
曜
日
）

に
天
王
さ
ん
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
が
、
オ
フ
ク
ラ
は
、
九
月
十
五
日
の
風
祭
り
ま
で

祀
ら
れ
、
毎
日
交
代
で
蠟
燭
の
火
を
灯
す
。
ま
た
七
月
七
日
の
日
に
は
辻
切
り
も
行

わ
れ
、
集
落
ご
と
に
禰
宜
番
が
三
島
大
社
や
近
く
の
寺
院
か
ら
受
け
取
っ
た
御
札
を

枝
葉
の
付
い
た
青
竹
に
挟
み
、
隣
の
地
区
と
の
境
界
に
立
て
る
。
こ
の
集
落
内
に
は
、
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六

道
や
辻
に
は
塞セ
ー
ノ
カ
ミ

の
神
の
石
像
が
数
多
く
祀
ら
れ
て
お
り
、
七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日

の
新
盆
が
終
わ
っ
た
後
に
、
セ
ー
ノ
カ
ミ
の
祭
り
と
し
て
主
婦
た
ち
が
三
夜
連
続
集

ま
っ
て
経
文
を
唱
え
る⑧
。

　

伊
豆
半
島
西
岸
の
西
伊
豆
町
仁
科
沢
田
で
は
、
七
月
の
天
王
祭
に
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
こ
え
る
大
注
連
縄
を
つ
く
っ
て
天
王
神
社
の
社
殿
背
後
の
急
斜
面
に
懸
け
、
小

麦
藁
の
馬
を
吊
す
。
小
麦
藁
を
材
料
に
す
る
の
は
大
平
の
お
仮
屋
と
共
通
す
る
が
、

伊
豆
地
方
各
地
の
天
王
祭
に
は
、
小
麦
藁
で
屋
根
を
葺
い
た
お
仮
屋
を
路
傍
に
立
て

る
例
は
、
沼
津
市
西
浦
平
沢
や
修
善
寺
町
本
立
野
、
大
平
な
ど
に
あ
る
と
い
う⑨
。

　

そ
れ
ら
の
各
地
区
を
調
査
し
た
が
、
沼
津
市
西
浦
平
沢
で
は
、
県
道
一
七
号
線
沿

い
に
あ
る
公
民
館
の
玄
関
前
に
お
仮
屋
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
屋
根
の
付
い
た
鉄
パ

イ
プ
の
台
の
上
に
木
の
祠
を
安
置
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
（
写
真
9
）。
隣
の

西
浦
立
保
で
も
、
県
道
沿
い
の
農
協
前
に
建
て
ら
れ
た
テ
ン
ト
の
中
で
木
の
祠
を
祀

っ
て
い
た
。

　

伊
豆
市
（
旧
修
善
寺
町
）
本ほ
ん

立だ
ち

野の

は
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
・
修
善
寺
駅
の
南
西
に
あ

る
集
落
で
あ
る
。
集
落
の
中
心
部
に
あ
る
Ｊ
Ａ
の
道
向
か
い
に
道
祖
神
の
石
像
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
石
像
の
横
に
屋
根
の
付
い
た
一
本
柱
の
棚
が
あ
り
、
そ
の
上
に
神
札

を
納
め
た
小
祠
が
祀
ら
れ
る
。
道
祖
神
像
の
横
に
、「
津
嶋
神
社
」
と
記
さ
れ
た
行

燈
も
置
か
れ
て
い
る
（
写
真
10
）。
さ
ら
に
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
へ
行
っ
た
所
に

も
道
祖
神
の
石
像
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
も
神
札
を
納
め
た
小
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
小
麦
藁
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

大お
お
だ
い
ら平は
本
立
野
の
南
隣
の
地
区
で
、
公
民
館
南
側
の
国
道
一
三
六
号
線
（
下
田
街

道
）
沿
い
に
金
龍
院
の
石
標
が
建
っ
て
い
る
。
七
月
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
こ
こ
に
竹

と
檜
葉
で
妻
入
り
の
お
仮
屋
が
つ
く
ら
れ
る
。
高
さ
は
約
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
幅
・
奥
行
は
と
も
に
約
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
麦
藁
を
割
竹
で
挟
ん
だ
も
の

を
屋
根
に
し
て
交
差
さ
せ
、
頂
部
に
棟
木
と
し
て
麦
藁
束
を
載
せ
る
。
棚
は
割
竹
を

敷
き
、
青
竹
の
枠
に
杉
葉
を
挟
ん
だ
高
さ
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
壁
が
あ
る
。

棚
に
は
木
の
祠
を
置
き
、
中
に
津
島
神
社
の
神
札
を
祀
る
。
そ
の
前
に
水
と
酒
、
胡

瓜
や
茄
子
な
ど
が
供
え
ら
れ
、
棚
の
地
面
に
は
「
御
神
燈
」
と
記
さ
れ
た
行
燈
が
置

か
れ
て
い
る
（
写
真
11
）。

　

修
善
寺
駅
の
北
東
、
柏
か
し
わ

久く

保ぼ

の
古
川
地
区
で
は
、
集
落
背
後
の
高
台
に
あ
る
山
神

社
の
参
道
入
口
の
石
標
右
側
に
、
青
竹
と
小
麦
藁
の
お
仮
屋
が
あ
る
。
天
王
社
の
涼

宮
ま
つ
り
と
呼
ば
れ
、
高
さ
約
二
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
幅
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
平
入
の
片
屋
根
で
棟
木
の
藁
束
を
載
せ
る
。
中
に
は
小
祠
が
置
か
れ
、「
須

佐
之
雄
命
」
と
記
さ
れ
た
板
を
祀
っ
て
い
る
（
写
真
12
）。

　

こ
の
よ
う
な
涼
み
台
と
呼
ば
れ
る
棚
の
上
に
神
札
を
納
め
た
小
祠
を
祀
る
の
が
、

静
岡
県
東
部
地
域
の
特
徴
で
あ
る
。

四
　
愛
知
県
東
部
の
お
仮
屋

　

知
多
半
島
で
は
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン
の
祭
り
が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
渥
美
半
島

の
渥
美
町
福
江
、
中
山
で
も
、
明
治
の
中
ご
ろ
ま
で
御
葭
流
し
を
行
い
、
流
れ
着
い

た
と
こ
ろ
で
祠
を
作
っ
て
い
た⑩
。
さ
ら
に
愛
知
県
東
部
の
三
河
地
域
へ
行
く
と
、
オ

ミ
ヨ
シ
サ
ン
と
い
う
呼
称
は
次
第
に
薄
れ
る
が
、
津
島
さ
ん
の
祠
な
ど
と
呼
ん
で
神

札
を
祀
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
程
は
津
島
祭
の
後
で

は
な
く
、
本
来
津
島
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
旧
六
月
十
五
日
の
一
月
遅
れ
、
新
暦
七
月

十
五
日
前
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。



七

　

岡
崎
市
市
場
町
は
旧
東
海
道
の
藤
川
宿
で
、
氏
神
社
の
津
島
神
社
で
は
、
七
月
第

二
日
曜
日
の
夏
祭
に
あ
わ
せ
て
、
旧
東
海
道
に
面
し
た
参
道
入
口
の
石
灯
籠
の
所
に

幟
を
立
て
、
そ
ば
に
一
本
柱
の
脚
が
つ
い
た
祠
を
祀
り
、
横
の
御
神
燈
と
と
も
に
周

り
を
注
連
で
囲
む
。
こ
の
祠
は
オ
タ
チ
ミ
ヤ
（
お
立
宮
）
と
呼
び
、
津
島
で
年
行
司

が
受
け
取
っ
た
神
札
を
七
十
五
日
間
祀
っ
て
い
る⑪
。

　

こ
の
よ
う
に
都
市
部
で
は
、
す
で
に
木
の
祠
に
変
わ
っ
て
い
る
所
ば
か
り
に
な
っ

て
い
る
が
、
北
部
の
山
間
部
で
は
お
仮
屋
が
近
年
ま
で
数
多
く
残
っ
て
い
た
。
岡
崎

市
（
旧
額
田
町
）
千
万
町
の
公
民
館
の
東
側
、
県
道
三
三
三
号
線
沿
い
の
北
側
の
崖

の
上
に
野
仏
を
集
め
て
祀
っ
た
場
所
が
あ
り
、
そ
の
右
端
に
七
月
第
一
日
曜
日
か
ら

二
百
十
日
ま
で
一
本
柱
の
小
さ
な
木
の
祠
を
立
て
、
当
番
が
灯
明
を
あ
げ
て
神
札
を

祀
る
（
写
真
13
）。

　

夏
山
町
で
は
、
七
月
十
三
日
に
集
落
西
側
を
流
れ
る
夏
山
川
の
淵
で
津
島
神
社
の

神
札
を
祀
る
お
天
王
さ
ん
の
祠
を
檜
葉
と
竹
で
作
っ
て
い
た
。
棚
の
上
は
切
妻
の
屋

根
で
覆
い
、
軒
に
は
太
い
竹
を
置
く
形
態
で
、
翌
日
に
祭
り
を
行
っ
て
一
年
間
祀
っ

て
い
た
。
そ
の
様
子
は
、『
愛
知
県
史
』
に
写
真
が
載
っ
て
い
る
が⑫
、
お
仮
屋
を
作

っ
て
い
た
の
は
額
田
町
が
岡
崎
市
と
合
併
し
た
二
〇
〇
六
年
ご
ろ
ま
で
で
、
現
在
は

お
仮
屋
の
代
わ
り
に
常
設
の
大
き
な
祠
が
建
っ
て
い
る
。

　

新
城
市
（
旧
鳳
来
町
）
能
登
瀬
で
も
、
公
民
館
前
に
檜
葉
で
円
錐
状
の
お
仮
屋
を

作
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
（
旧
鳳
来
町
）
横
川
の
公
民
館
か
ら
南
東
へ
行
く
と
、
道
路
沿
い
に
「
金
白

天
王
（
津
島
様
）」
の
立
て
札
が
あ
り
、
そ
の
東
側
の
高
台
を
上
が
る
と
、
檜
葉
で

作
っ
た
お
仮
屋
が
あ
る
。
円
錐
状
の
形
で
正
面
の
開
口
部
の
上
に
割
竹
を
矢
来
に
組

ん
で
三
角
形
に
し
た
も
の
を
付
け
、
そ
の
下
に
御
簾
が
掛
け
ら
れ
る
。
御
簾
の
奥
に

は
津
島
神
社
の
神
札
が
祀
ら
れ
る
。
神
札
は
代
参
者
が
受
け
取
り
に
行
き
、
七
月
第

四
土
曜
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
る
が
、
現
在
は
お
仮
屋
を
毎
年
作
り
替
え
ず
、
新
し
い

檜
葉
で
形
を
整
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
14
）。

　

こ
の
お
仮
屋
は
オ
タ
チ
ク
様
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
地
（
旧
長
篠
村
大
字
横

山
）
出
身
の
早
川
孝
太
郎
の
『
三
州
横
山
話
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

金こ
ん
ぱ
く白

天
王

村
の
中
央
に
万
燈
山
と
い
う
眺
望
の
い
い
山
が
あ
っ
て
、
往
時
は
七
月
一
五
日

夜
、
村
の
各
戸
か
ら
松
火
を
一
一
把
ず
つ
持
ち
寄
っ
て
、
万
燈
を
焚
い
た
と
言

い
ま
す
が
、
現
今
は
六
月
一
五
日
に
、
尾
張
の
津
島
神
宮
か
ら
お
札
を
迎
え
て

来
て
、
山
の
裾
に
、
檜
の
葉
で
オ
タ
チ
ク
様
と
い
う
祠
の
代
用
み
た
い
な
よ
う

な
も
の
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
の
中
に
お
札
を
祀
っ
て
、
豆
提
灯
な
ど
を
連
ね
て

祭
り
を
し
ま
し
た⑬
。

　

同
書
巻
頭
に
載
っ
て
い
る
横
山
の
略
図
に
は
、
萬
燈
山
の
麓
の
道
の
す
ぐ
上
に

「
ゴ
ズ
天
王
祠
」
の
印
が
あ
り
、
こ
の
オ
タ
チ
ク
様
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
、
津
島
神
社
の
神
札
を
納
め
た
祠
を
棚
の
上
に
安
置
し
、
檜
葉
を
円
錐
状

に
覆
っ
た
も
の
を
お
川
社
（
オ
タ
チ
ク
サ
マ
）
と
呼
び
、
川
の
沢
な
ど
に
祀
る
こ
と

は
新
城
市
内
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
が⑭
、
同
市
富
永
の
よ
う
に
檜
葉
の
お
仮
屋
か
ら

銅
板
葺
き
の
祠
に
変
わ
る⑮
な
ど
古
い
形
態
を
残
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
豊
川
市
三
谷
原
町
の
三
谷
原
神
社
で
は
、
津
島
神
社
か
ら
代
参
者
が

受
け
取
っ
て
き
た
小
さ
な
神
札
は
、
真
ん
中
を
割
箸
ほ
ど
の
木
や
竹
で
挟
ん
で
各
家

に
配
る
。
こ
れ
は
オ
タ
チ
ク
サ
マ
と
呼
ば
れ
、
屋
敷
内
や
村
境
の
道
路
脇
に
立
て
て

疫
病
が
入
ら
な
い
よ
う
拝
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
同
市
石
原
町
の
仲
条
新
草
社
で
も
、

祭
礼
前
日
に
竹
と
杉
・
檜
で
毎
年
新
し
く
祠
を
作
っ
て
祭
り
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が⑯
、
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九

現
状
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

ま
た
こ
の
地
域
で
は
、
祇
園
祭
や
天
王
祭
に
あ
わ
せ
て
、
疫
神
送
り
や
虫
送
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。
豊
田
市
（
旧
下
山
村
）
羽
布
町
で
は
、
七
月
二
十
四
日
の
天
王
祭

に
あ
わ
せ
て
、
藁
人
形
を
作
っ
て
疫
神
送
り
を
す
る
。
人
形
や
馬
は
小
麦
藁
で
作
る

た
め
、
麦
の
種
を
受
け
継
い
で
栽
培
し
て
い
る
。
悪
い
神
を
送
る
も
の
と
説
明
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
村
中
担
い
で
廻
っ
た
後
、
村
境
の
川
中
の
岩
の
割
れ
目
に
人
形
を
立

て
た
が
、
現
在
は
熊
野
神
社
前
の
巴
川
に
架
か
る
橋
の
た
も
と
に
、
人
形
を
西
の
方

角
へ
向
け
て
立
て
て
い
る
（
写
真
15
）。
か
つ
て
は
、
羽
布
の
東
隣
の
作
手
村
菅
沼

の
人
が
羽
布
と
の
境
に
あ
る
送
り
松
の
所
に
運
ん
で
き
た
の
で
、
羽
布
で
は
こ
こ
か

ら
村
の
西
境
へ
と
人
形
を
送
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。
人
形
は
津
島
神
社
へ
送
ら
れ
る

と
い
わ
れ
、
津
島
神
社
か
ら
さ
ら
に
出
雲
大
社
に
送
る
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旧
作
手
村
の
新
城
市
作
手
北
畑
や
須
山
で
は
、
村
境
に
人
形
を
立
て
る
行
事

が
あ
り
、
そ
れ
を
「
祇
園
坊
主
送
り
」
と
呼
ん
で
い
る⑰
。

五
　
静
岡
県
西
部
の
お
仮
屋

　

こ
の
よ
う
な
古
い
形
態
を
残
す
津
島
信
仰
の
お
仮
屋
は
、
愛
知
県
か
ら
静
岡
県
に

入
っ
て
浜
名
湖
の
東
側
、
天
竜
川
東
岸
の
磐
田
市
・
袋
井
市
内
に
も
見
ら
れ
る
。

　

磐
田
市
豊
里
・
匂
坂
西
下
組
の
祇
園
祭
は
、
本
来
は
七
月
十
五
日
の
行
事
だ
が
、

現
在
は
そ
の
前
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
朝
の
八
時
ご
ろ
か
ら
氏
神
社
の
諏
訪
神
社

の
拝
殿
に
氏
子
た
ち
が
集
ま
り
、
年
番
の
禰
宜
さ
ん
を
中
心
に
お
仮
屋
を
作
る
。
青

竹
と
杉
葉
を
材
料
に
し
た
高
さ
と
横
幅
が
約
一
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
が
九
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
屋
根
と
壁
は
杉
葉
を
割
竹
三
本
で
挟
み
、
内
部
の
床
に
も
杉

葉
を
敷
い
て
、
正
面
の
左
右
上
方
に
紅
白
の
提
灯
を
吊
す
。
女
性
も
参
加
し
て
分
担

作
業
で
作
ら
れ
、
十
時
前
に
は
完
成
す
る
。
拝
殿
奥
の
祠
の
前
に
据
え
、
津
島
神
社

か
ら
郵
便
で
取
り
寄
せ
た
神
札
を
納
め
、
甘
酒
を
供
え
て
参
拝
す
る
（
写
真
16
）。

そ
の
夜
は
境
内
に
莚
を
敷
い
て
直
会
を
し
た
が
、
現
在
は
神
社
の
北
側
の
薬
師
堂
に

あ
る
公
民
館
で
、
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
お
仮
屋
は
、
そ
の
日
だ
け
し
か
飾
ら
れ

ず
、
境
内
に
棄
て
ら
れ
る⑱
。

　

磐
田
市
新
出
で
は
七
月
第
二
日
曜
日
午
前
中
に
、
春
日
神
社
の
境
内
で
お
仮
屋
が

作
ら
れ
る
。
青
竹
と
杉
葉
の
高
床
・
平
入
の
祠
で
、
棚
床
は
割
竹
で
作
る
。
正
面
は

割
竹
を
矢
来
に
組
ん
で
杉
葉
を
挟
ん
だ
枠
を
上
下
に
付
け
、
そ
の
隙
間
か
ら
内
部
の

御
幣
を
付
け
た
榊
の
小
枝
を
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高
さ
は
約

二
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
横
幅
は
約
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
は
約
五
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
屋
根
の
軒
の
両
端
は
角
の
よ
う
に
上
に
高
く
跳
ね
上
げ
て
い
る
。

地
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
あ
り
、
穴
が
四
つ
空
い
て
い
て
、
そ
こ
に
柱
の
青

竹
を
挿
す
。
祠
は
翌
年
の
祭
り
ま
で
一
年
間
祀
ら
れ
る
（
写
真
17
）。

　

春
日
神
社
の
北
東
に
あ
る
東
脇
・
十
二
所
神
社
の
境
内
に
も
、
杉
葉
の
お
仮
屋
が

あ
る
。
第
二
日
曜
日
の
午
後
に
作
ら
れ
る
が
、
新
出
よ
り
高
さ
が
少
し
低
い
の
と
、

壁
の
部
分
が
長
い
と
こ
ろ
が
異
な
る
が
、
屋
根
の
外
側
に
角
の
よ
う
に
枝
を
出
し
て

い
る
の
は
共
通
し
て
い
る
（
写
真
18
）。

　

こ
の
両
地
区
か
ら
南
東
へ
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
袋
井
市
（
旧
浅
羽
町
）
太た

郎ろ

助す
け

に
も
、
神
明
神
社
の
境
内
で
七
月
十
五
日
に
杉
葉
の
お
仮
屋
が
作
ら
れ
て
い
た
。

中
央
に
神
札
を
納
め
た
小
祠
を
一
本
柱
で
立
て
、
周
囲
に
四
本
柱
の
屋
根
を
覆
う
。

切
妻
屋
根
で
、
平
側
を
正
面
に
し
て
い
る
。
現
在
は
常
設
の
祠
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

祭
り
の
際
に
注
連
縄
を
新
し
く
張
り
替
え
る
。
こ
の
お
仮
屋
の
実
物
大
の
模
型
は
、



一
〇

袋
井
市
立
浅
羽
郷
土
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

太
郎
助
の
南
東
の
西に
し
ど
う
り

同
笠
の
寄
木
神
社
境
内
で
も
、
社
殿
の
西
側
に
津
島
神
社
の

お
仮
屋
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
七
月
十
五
日
に
作
ら
れ
た
が
、
現
在
は
第
二
日

曜
日
に
変
わ
っ
て
い
る
。
朝
か
ら
禰
宜
屋
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
年
番
を
中
心
に
、
当
番

地
区
の
十
数
名
の
人
が
分
担
で
作
業
を
行
う
。
前
年
の
祠
を
解
体
し
、
集
落
前
の
海

岸
か
ら
波
打
ち
際
の
砂
を
運
ん
で
地
面
に
砂
を
盛
り
、
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間

隔
に
柱
の
青
竹
を
四
本
立
て
る
。
そ
の
中
央
に
、
津
島
神
社
の
神
札
を
納
め
た
小
祠

を
竹
に
括
り
付
け
て
立
て
、
割
竹
で
杉
葉
を
挟
ん
で
壁
や
屋
根
を
作
り
、
周
囲
の
柱

に
シ
ュ
ロ
縄
で
括
り
付
け
て
い
く
。
正
面
の
壁
は
中
の
神
札
を
拝
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
中
央
に
四
角
い
窓
を
空
け
る
。
四
方
の
壁
が
で
き
る
と
三
角
の
屋
根
を
載
せ

る
。

　

屋
根
が
で
き
あ
が
る
と
全
体
に
新
し
い
杉
葉
を
挿
し
こ
ん
で
ふ
っ
く
ら
と
覆
い
、

前
側
の
二
本
の
柱
の
下
の
部
分
も
足
と
称
し
て
杉
葉
で
覆
う
。
そ
の
後
、
刈
り
ば
さ

み
で
切
妻
の
社
殿
の
形
に
整
え
て
い
く
。
高
さ
は
約
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
が
、

杉
葉
で
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
で
毎
年
横
幅
は
異
な
る
。
最
後
に
地
面
の
砂
を
整

地
し
、
祠
の
前
は
台
形
に
盛
り
上
げ
て
供
物
台
を
作
り
、
餅
や
団
子
な
ど
を
供
え
る

（
写
真
19
）。
十
七
時
ご
ろ
に
は
完
成
し
て
境
内
に
も
提
灯
が
飾
り
付
け
ら
れ
、
そ
れ

が
灯
さ
れ
る
日
暮
れ
ご
ろ
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
る
。

　

祭
り
の
後
も
祠
は
そ
の
ま
ま
翌
年
ま
で
置
か
れ
る
が
、『
浅
羽
町
史
』
に
よ
る
と
、

杉
葉
で
作
る
の
は
種
籾
を
虫
や
ネ
ズ
ミ
の
害
か
ら
守
る
た
め
で
、
昔
は
祠
に
種
籾
を

入
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が⑲
、
複
数
の
年
配
の
方
か
ら
、
内
部
に
稲
穂

を
挿
し
て
い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
と
の
こ
と
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

東
へ
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
掛
川
市
（
旧
大
須
賀
町
）
大
淵
に
も
、
同
じ
よ
う

な
お
仮
屋
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る⑳
。

　

一
般
に
、
祭
り
の
際
に
作
ら
れ
る
お
仮
屋
は
祭
り
が
終
わ
れ
ば
破
却
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
お
仮
屋
は
枯
れ
て
も
一
年
間
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。

愛
知
県
東
部
の
岡
崎
市
の
山
間
部
に
残
っ
て
い
た
一
年
間
神
札
を
祀
る
お
仮
屋
が
こ

の
地
域
に
も
あ
り
、
共
通
す
る
文
化
圏
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

六
　
天
王
信
仰
と
水
神

　

静
岡
県
中
央
部
の
駿
河
地
方
で
も
津
島
祭
や
天
王
祭
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

お
仮
屋
に
つ
い
て
は
市
町
村
史
に
詳
し
い
報
告
が
な
く
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ

の
中
で
、
静
岡
市
清
水
区
と
合
併
し
た
旧
由
比
町
北
田
で
は
、
麦
藁
の
帆
掛
け
船
を

作
っ
て
海
に
流
す
天
王
船
流
し
が
行
わ
れ
る
。
も
と
は
旧
六
月
十
五
日
の
行
事
だ
っ

た
が
、
七
月
第
三
土
曜
日
の
午
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
約
三
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
帆

掛
船
だ
が
、
昔
は
藁
束
の
太
さ
が
現
在
の
倍
以
上
あ
っ
て
人
も
充
分
乗
る
こ
と
が
で

写真19　袋井市西同笠・
寄木神社内のお仮屋



一
一

き
た
よ
う
で
あ
る
。
船
の
帆
と
舵
も
麦
藁
で
作
ら
れ
、
帆
柱
の
青
竹
の
先
端
に
榊
を

挿
し
て
御
幣
を
付
け
、
舳
先
に
は
津
島
神
社
の
神
札
を
割
箸
に
挟
ん
で
挿
し
て
い
る
。

昔
は
津
島
講
の
代
参
で
受
け
取
り
に
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
は
地
区
の
代
表
が
参

拝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
神
輿
を
先
頭
に
、
北
田
地
区
を
南
北
に
縦
断
し
て
海
岸
へ
出
る
（
写
真

20
）。
行
列
が
来
る
と
、
各
家
の
人
が
門
口
で
出
迎
え
、
宮
総
代
が
御
幣
で
祓
っ
た
後
、

子
ど
も
た
ち
が
紙
の
オ
ス
ガ
タ
（
人ひ
と
が
た形
）
を
受
け
取
る
。
こ
れ
は
最
後
に
船
に
乗
せ

て
流
す
。
も
と
は
神
社
を
下
っ
た
海
岸
で
帆
掛
船
を
流
し
た
が
、
埋
め
立
て
等
の
た

め
に
東
の
由
比
川
河
口
の
浜
で
流
す
。
現
在
は
流
し
た
ま
ま
で
は
な
く
、
別
の
船
で

曳
い
て
港
で
引
き
上
げ
る
。
西
隣
の
町
屋
原
で
も
藁
船
を
流
す
行
事
が
あ
っ
た
が
、

今
は
な
く
な
っ
て
い
る�
。

　

北
田
で
は
麦
藁
の
帆
掛
け
船
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
古
い
形
態
と
考
え
ら
れ
る

事
例
が
天
竜
川
流
域
に
残
っ
て
い
る
。

　

天
竜
川
の
中
流
域
で
、
支
流
の
水
窪
川
が
流
れ
る
浜
松
市
天
竜
区
佐
久
間
町
相

月
・
島
地
区
の
八
坂
神
社
は
、
水
窪
川
の
祇
園
淵
の
川
原
で
水
神
の
祭
り
が
行
わ
れ

る
。
同
社
は
津
島
神
社
で
は
な
く
、
京
都
の
祇
園
社
が
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
て
お
り
、

祭
り
は
旧
暦
六
月
十
五
日
だ
っ
た
の
が
、
新
暦
六
月
第
二
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

　

神
社
の
下
方
に
あ
る
三
井
家
（
禰
宜
屋
）
が
祭
り
の
中
心
で
、
七
日
前
か
ら
家
の

中
の
祭
壇
で
御
幣
を
祀
り
、
前
日
に
は
祭
り
の
準
備
と
祇
園
淵
で
水
垢
離
を
行
う
。

　

当
日
昼
過
ぎ
に
、
祇
園
淵
の
川
原
に
青
垣
山
を
つ
く
る
。
竹
を
両
端
に
二
本
ず
つ

立
て
、
割
竹
を
横
に
渡
し
て
茅
を
挟
ん
で
立
て
、
壁
の
よ
う
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

茅
の
前
に
左
か
ら
紫
（
黒
）・
青
・
赤
・
黄
・
白
の
五
色
の
御
幣
を
立
て
る
。
御
幣

の
前
に
平
た
い
石
を
二
つ
置
き
、
上
に
榊
葉
を
六
枚
ず
つ
敷
い
て
蒸
し
た
麦
と
炒
っ

た
麦
を
供
え
る
。
禰
宜
屋
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
参
加
者
が
榊
を
捧
げ
た
後
、
白
紙
に

包
ん
だ
麦
を
「
祇
園
ボ
ー
ズ
」
と
唱
え
て
川
へ
放
り
投
げ
る
（
写
真
21
）。
祇
園
坊

主
が
悪
さ
を
す
る
の
を
鎮
め
る
も
の
だ
と
い
う�
。
津
島
信
仰
と
共
通
す
る
水
神
の
祭

り
と
麦
の
収
穫
祭
、
疫
神
送
り
の
要
素
が
あ
り
、
お
仮
屋
が
で
き
る
以
前
の
茅
を
使

っ
た
古
い
神ひ
も
ろ
ぎ籬

の
形
態
が
残
っ
て
い
る
。

　

天
竜
川
下
流
東
岸
の
磐
田
市
（
旧
豊
田
町
）
池
田
で
は
、
八
月
第
一
日
曜
日
の
夕

方
に
や
か
た
祭
り
が
行
わ
れ
、
天
白
神
社
な
ど
集
落
内
の
三
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ
屋
形

を
作
る
。
子
供
た
ち
が
麦
藁
を
集
め
て
廻
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
直
径
約
五
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
一
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
簀
巻
を
六
本
作
り
、
三
本

ず
つ
井
桁
に
組
ん
で
上
段
の
簀
巻
に
は
丸
太
を
通
し
て
担
げ
る
よ
う
に
す
る
。

　

台
座
の
上
に
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
竹
柱
を
三
本
ず
つ
両
端
に
立
て
、
そ
の
上
に
切

妻
の
茅
屋
根
を
作
る
。
柱
に
竹
を
渡
し
て
五
段
の
枠
を
作
り
、
各
家
か
ら
ホ
オ
ズ
キ

提
灯
が
奉
納
さ
れ
て
吊
し
、
周
囲
に
注
連
を
張
る
。
提
灯
に
は
願
い
事
と
奉
納
者
の

名
前
が
記
さ
れ
る
。
台
座
の
中
央
に
は
割
竹
に
挟
ん
だ
幣
帛
と
津
島
神
社
の
お
札
、

蠟
燭
を
立
て
る
。
角
形
提
灯
も
作
り
、
正
面
に
「
牛
頭
天
王
」
や
「
奉
納　

津
島
牛

頭
天
王　

御
祭
禮
」、
両
側
面
に
「
無
病
息
災
」「
町
内
安
全
」
な
ど
と
記
し
、
先
端

に
笹
を
残
し
た
約
五
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
竹
に
付
け
て
、
先
達
が
持
つ
。

　

担
ぎ
手
た
ち
は
白
の
股
引
に
晒
の
腹
巻
・
白
鉢
巻
に
白
足
袋
姿
で
天
竜
川
の
堤
防

に
上
が
り
、
河
川
敷
の
公
園
に
集
ま
る
。
屋
形
が
三
つ
集
ま
る
と
、
川
に
出
て
、
丸

太
を
引
き
抜
い
て
水
に
浮
か
べ
た
後
、
火
を
付
け
る
（
写
真
22
）。
以
前
は
川
を
下

っ
て
新
天
竜
川
橋
ま
で
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
近
年
は
川
岸
で
燃
や
し
て
い
る�
。
大
き

な
屋
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
津
島
の
神
札
を
祀
る
お
仮
屋
を
流
し
、
集
落
内
の
災
厄

を
取
り
除
く
疫
神
送
り
の
祭
り
で
あ
る
。
こ
の
池
田
の
上
流
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト



一
二

（
写
真
23
）。
新
し
く
作
っ
た
神
輿
は
一
年
間
神
社
内
に
祀
っ
て
お
き
、
古
い
神
輿
の

方
を
焼
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

金
折
町
の
船
は
周
囲
に
杉
葉
を
付
け
る
な
ど
、
池
田
の
や
か
た
船
と
共
通
す
る
。

下
飯
田
町
の
杉
葉
の
神
輿
は
屋
根
の
両
端
が
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
の
が
磐
田
市
東
脇

と
新
出
の
お
仮
屋
と
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
三
島
市
中
郷
地
区
で
お
仮
屋
を
神
輿

に
し
て
担
ぎ
、
川
の
中
に
入
れ
る
の
と
も
共
通
す
る
。
い
ず
れ
も
、
一
年
間
祀
っ
て

い
た
津
島
神
社
の
神
札
を
天
竜
川
に
流
し
た
行
事
で
あ
り
、
天
竜
川
河
口
部
の
地
域

に
は
、
お
仮
屋
の
古
い
形
態
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

七
　
岐
阜
県
以
西
の
お
仮
屋

（
1
）
岐
阜
県
の
お
仮
屋

　

愛
知
県
の
木
曽
川
東
岸
の
地
区
と
同
様
、
そ
の
西
側
の
木
曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐

川
の
輪
中
の
地
域
に
も
津
島
信
仰
は
拡
が
っ
て
い
る
。

　

愛
西
市
の
北
西
、
木
曽
川
と
長
良
川
の
輪
中
に
位
置
す
る
羽
島
市
大
須
で
は
オ
ミ

ヨ
セ
マ
ツ
リ
と
い
い
、
津
島
神
社
の
神
札
を
受
け
、
七
月
三
十
一
日
か
ら
七
日
間
、

悪
病
が
入
ら
な
い
よ
う
に
村
の
四
隅
に
青
竹
十
本
を
立
て
、
注
連
縄
を
張
っ
て
神
札

と
御
幣
を
祀
っ
た
。
そ
の
南
側
の
木
曽
川
と
揖
斐
川
の
輪
中
に
あ
る
海
津
市
海
津
町

帆
引
新
田
で
は
、
七
月
十
八
日
か
ら
九
月
九
日
の
間
、
集
落
西
側
の
揖
斐
川
の
堤
防

に
藁
や
小
麦
藁
を
高
く
積
ん
で
津
島
神
社
の
神
札
を
祀
り
、
集
落
の
境
界
に
注
連
縄

を
張
り
、
祭
り
が
終
わ
る
と
そ
れ
ら
を
川
に
流
し
た
と
い
う�
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
は
津
島
神
社
に
も
近
く
、
直
接
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。

一
方
、
岐
阜
県
の
中
部
か
ら
北
の
地
域
は
白
山
信
仰
の
影
響
が
強
く
な
る
が
、
美
濃

ル
の
集
落
が
、
前
節
で
諏
訪
神
社
の
祇
園
祭
を
紹
介
し
た
富
里
で
あ
り
、
現
在
は
境

内
で
棄
て
ら
れ
る
お
仮
屋
も
、
も
と
は
川
に
流
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
南
へ
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
天
竜
川
西
岸
の
地
区
で
も
、
同
様
の
行

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

浜
松
市
南
区
金
折
町
は
浜
松
市
の
東
部
に
あ
り
、
集
落
の
東
側
に
安
間
川
（
旧
天

竜
川
）
が
流
れ
、
さ
ら
に
東
側
に
は
天
竜
川
の
本
流
が
流
れ
て
い
る
。
氏
神
の
住
吉

神
社
の
境
内
末
社
に
津
島
神
社
が
祀
ら
れ
、
ヨ
イ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
あ
る
。

祭
り
の
際
に
は
青
竹
と
麦
藁
で
長
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
舟
を
で
作
り
、
舳
先
や
舟
の

周
囲
に
は
杉
葉
を
付
け
る
。
中
央
の
船
底
に
は
、
境
内
社
で
一
年
間
祀
っ
て
い
た
津

島
神
社
の
神
札
を
榊
の
枝
に
付
け
て
立
て
る
。
こ
れ
を
八
月
の
旧
盆
前
の
週
末
の
夜

に
麦
藁
の
松
明
の
火
を
明
か
り
と
し
て
安
間
川
の
川
岸
ま
で
運
ん
で
燃
や
す
。
昔
は

川
に
流
し
た
よ
う
で
あ
る�
。

　

金
折
町
の
北
隣
の
下
飯
田
町
で
も
、
八
月
第
一
か
第
二
土
曜
日
に
、
夏
祭
り
（
祇

園
祭
）
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
日
の
午
後
（
二
〇
〇
八
年
は
午
前
に
変
更
）
に
、
長
老

た
ち
が
六
所
神
社
の
拝
殿
に
集
ま
っ
て
杉
葉
で
神
輿
を
作
る
。
で
き
あ
が
る
と
津
島

神
社
の
神
札
を
納
め
、
夕
方
に
祭
り
を
行
う
。

　

翌
日
曜
日
の
午
後
、
子
ど
も
た
ち
が
担
い
で
「
ヨ
イ
ト
ー
モ
イ
ト
、
ヨ
イ
ト
ー
モ

イ
ト
」
と
大
声
を
出
し
な
が
ら
安
間
川
ま
で
送
り
、
川
端
で
焼
い
て
、
灰
を
川
に
流

す
。
昔
は
子
ど
も
た
ち
が
担
い
で
来
た
神
輿
を
、
若
い
衆
た
ち
が
泳
い
で
川
の
中
央

に
運
ん
で
流
し
た
と
い
う
。

　

神
輿
は
割
竹
に
杉
葉
を
挟
ん
で
組
み
立
て
、
二
本
の
担
ぎ
棒
の
上
に
載
せ
る
。
大

き
さ
は
横
幅
が
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
で
、
高
さ
が
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
屋

根
の
棟
の
両
端
は
約
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
角
の
よ
う
に
反
り
上
が
っ
て
い
る
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一
四

加
茂
市
の
一
部
地
域
は
、
江
戸
時
代
に
尾
張
藩
領
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
津
島
信
仰
が

拡
が
っ
て
い
る
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
尾
張
藩
領
に
な
っ
た
蜂
屋
町
上
蜂
屋

の
上
則
友
・
下
則
友
・
加
瀬
田
・
島
之
洞
は
交
代
で
、
代
表
が
津
島
神
社
へ
参
拝
し

て
神
札
を
ま
と
め
て
受
け
て
帰
る
。
そ
の
神
札
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
内
に
作
っ
た

麦
藁
の
お
仮
屋
に
納
め
、
七
月
十
六
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
祀
ら
れ
、
祭
り
が
終

わ
る
と
お
仮
屋
と
神
札
を
焼
却
し
た
と
い
う�
。
現
在
は
麦
藁
の
お
仮
屋
は
な
く
な
り
、

上
則
友
は
集
落
中
央
の
辻
に
あ
る
白
山
神
社
の
石
標
横
、
下
則
友
で
は
公
民
館
近
く

の
地
蔵
の
横
な
ど
、
集
落
の
中
心
部
に
そ
の
期
間
だ
け
木
の
祠
を
出
し
て
祀
っ
て
い

る
。（

2
）
三
重
県
の
オ
シ
ャ
ト
ウ

　

津
島
社
の
お
仮
屋
は
、
三
重
県
に
も
残
っ
て
い
る
。
松
阪
市
の
東
隣
の
明
和
町
は
、

古
代
に
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
斎
王
の
宮
殿
が
あ
っ
た
場
所
だ
が
、
斎
宮
遺
跡
か
ら

北
へ
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
佐
田
西
出
で
は
、
津
島
講
の
代
表
二
名
が
津

島
神
社
へ
代
参
し
、
受
け
取
っ
た
神
札
を
集
落
内
に
祀
る
。
集
落
の
中
心
部
の
Ｔ
字

路
に
は
、
津
島
神
社
の
お
社
塔
と
呼
ば
れ
る
お
仮
屋
が
建
っ
て
お
り
、
横
に
文
政
六

年
（
一
八
二
三
）
銘
の
石
製
の
常
夜
灯
が
あ
る
。

　

お
社
塔
の
高
さ
は
約
二
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
孟
宗
竹
の
太
い
柱
を
約
六
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
四
本
立
て
、
高
さ
約
一
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
棚
を
作
る
。
棚
床
は
割
竹
を
敷
き
、
三
方
の
壁
と
正
面
の
庇
は
小
麦
藁
で
覆
っ
て

竹
矢
来
の
枠
で
押
さ
え
る
。
矢
来
の
部
分
に
は
小
麦
藁
の
上
に
杉
葉
を
敷
く
。
棚
の

庇
の
上
に
厚
さ
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
片
屋
根
を
小
麦
藁
で
葺
き
、
屋
根
の
上
に

は
軒
が
三
つ
作
ら
れ
る
（
写
真
24
）。
七
月
十
四
日
が
祭
り
で
、
前
日
に
建
て
替
え

の
作
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
作
業
は
男
性
が
総
出
で
行
い
、
女
性
と
服
喪
中
の
人
は
参
加
し
な
い
。
ま
た

終
了
後
は
集
会
所
で
御
神
酒
を
い
た
だ
い
て
こ
の
日
は
全
戸
で
日
待
を
し
、
翌
日
祭

り
を
行
な
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え
は
毎
年
で
、
二
年
ご
と
に
柱
の

竹
を
交
換
す
る
。
作
業
の
日
も
土
日
曜
日
な
ど
に
な
っ
て
い
る�
。

（
3
）
滋
賀
県
の
津
島
盆

　

滋
賀
県
湖
東
の
東
近
江
市
と
周
辺
地
域
に
は
、
津
島
い
さ
め
や
津
島
盆
と
呼
ば
れ

る
行
事
が
残
っ
て
い
る
。
集
落
内
に
津
島
講
が
結
成
さ
れ
、
講
ご
と
に
津
島
の
祠
を

祀
っ
て
お
り
、
津
島
神
社
に
代
参
者
が
出
掛
け
て
神
札
を
受
け
取
っ
て
帰
り
、
新
し

い
神
札
を
小
祠
に
納
め
て
祭
り
を
す
る
。
七
月
に
行
わ
れ
る
集
落
と
八
月
に
行
わ
れ

る
集
落
が
あ
る
が
、
津
島
盆
と
呼
ぶ
所
は
八
月
の
旧
盆
が
明
け
た
時
期
に
行
わ
れ
る
。

祭
り
の
際
に
宴
を
す
る
所
が
多
い
が
、
中
に
は
お
籠
も
り
を
し
た
所
も
あ
っ
た
。
現

在
、
こ
れ
ら
の
小
祠
は
ほ
と
ん
ど
が
常
設
の
祠
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
お
仮

屋
で
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
事
例
が
残
っ
て
い
る
。

　

東
近
江
市
（
旧
蒲
生
町
）
上か
み
な南

町
で
は
、
毎
年
八
月
十
三
日
に
津
島
建
て
が
行
わ

れ
た
。
集
落
の
中
心
部
に
あ
る
福
泉
寺
の
西
側
の
道
沿
い
に
津
島
の
小
祠
が
あ
り
、

毎
年
組
ご
と
に
代
参
者
を
送
っ
て
津
島
神
社
の
新
し
い
神
札
を
持
ち
帰
り
、
祀
っ
て

い
る
。
神
札
を
小
祠
に
納
め
て
祀
る
際
に
は
、
周
囲
に
竹
の
柱
を
立
て
て
麦
藁
で
葺

い
た
屋
根
を
載
せ
て
い
た�
が
、
現
在
屋
根
を
作
る
行
事
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
の
旧
八
日
市
市
建
部
地
区
か
ら
北
の
旧
五
個
荘
町
に
か
け
て
の
旧
建
部
郷
で

も
、
集
落
内
の
津
島
の
祠
に
新
し
い
神
札
を
祀
り
、
寺
の
住
職
の
読
経
や
百
万
遍
の

数
珠
繰
り
が
行
わ
れ
る�
。
そ
の
中
で
、
建
部
瓦
屋
寺
町
の
津
島
盆
に
は
、
杉
葉
の
祭



一
五

壇
が
残
っ
て
い
る
。

　

八
月
十
五
日
朝
に
旧
盆
の
精
霊
送
り
を
し
た
後
、
氏
神
社
の
牛
尾
神
社
の
拝
殿
に

津
島
の
祭
壇
が
作
ら
れ
る
。
拝
殿
奥
の
建
物
の
柱
と
手
前
に
立
て
た
天
井
ま
で
届
く

青
竹
二
本
を
使
っ
て
幅
約
一
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
約
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
棚
を
作
る
。
中
央
に
板
を
渡
し
て
供
物
台
と
し
、
杉
葉
を
割
竹
で
挟
ん
だ
枠

を
三
枚
作
り
、
棚
の
下
部
と
供
物
台
の
背
後
、
さ
ら
に
上
方
は
や
や
手
前
に
倒
し
て

取
り
付
け
る
。
供
物
台
の
背
後
の
枠
の
杉
葉
に
、
割
竹
で
挟
ま
れ
た
津
島
神
社
の
神

札
が
三
枚
挿
し
込
ま
れ
、
上
方
の
枠
に
注
連
を
吊
す
（
写
真
25
）。

　

供
物
台
の
両
端
や
拝
殿
正
面
の
両
側
の
柱
に
角
形
提
灯
が
付
け
ら
れ
、「
津
島
神

社
」「
五
穀
成
就
」「
町
内
安
全
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
神
社
の
鳥
居
に
も
津
島
神

社
と
記
さ
れ
た
看
板
が
吊
さ
れ
る
。
夜
に
な
っ
て
か
ら
百
万
遍
の
数
珠
繰
り
を
し
て
、

十
七
日
に
集
落
内
に
三
組
あ
る
津
島
講
の
祠
に
神
札
を
遷
し
て
祭
り
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
組
の
人
が
一
年
間
祀
る
。

　

滋
賀
県
内
で
津
島
信
仰
の
祭
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
東
近
江
市

や
西
隣
の
近
江
八
幡
市
辺
り
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
南
は
京
都
の
祇
園
社
の
影
響
の
方

が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
る
。

八
　
津
島
信
仰
と
お
仮
屋

　

現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
静
岡
県
東
部
か
ら
滋
賀
県
湖
東
地
域
ま
で
の
広
い
範
囲
に

現
在
も
津
島
信
仰
の
お
仮
屋
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ど
こ
に
も
津
島
講

の
組
織
が
あ
り
、
代
参
者
が
津
島
神
社
に
参
拝
し
て
神
札
を
受
け
取
っ
て
帰
り
、
集

落
内
の
小
祠
に
神
札
を
祀
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
祭
り
の
日
程
と
祭
り

方
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
最
後
に
ま
と
め
て
み
た
い
。　

　

津
島
神
社
で
は
、
津
島
祭
に
御
葭
流
し
を
行
い
、
御
葭
が
流
れ
着
い
た
川
原
に
棚

を
作
っ
て
七
十
五
日
間
祀
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
津
島
神
社
の
周
辺
地
域

の
愛
知
県
西
部
か
ら
岐
阜
県
南
部
の
輪
中
地
域
で
は
、
同
じ
よ
う
な
竹
と
真
菰
な
ど

を
使
っ
た
棚
を
作
り
、
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン
や
オ
ミ
ッ
コ
シ
サ
ン
と
呼
ん
で
祭
り
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
祭
り
の
日
程
は
、
七
月
第
四
土
曜
日
と
翌
日
曜
日
の
津
島
祭
が
終
わ

っ
た
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
短
い
所
は
一
晩
だ
け
だ
が
、
長
い
所
で
は
津
島
神
社
と

同
様
に
七
十
五
日
間
祀
っ
て
い
る
。

　

津
島
神
社
で
は
、
祭
神
に
よ
っ
て
疫
神
を
御
葭
に
封
じ
込
め
て
川
に
流
し
、
流
れ

着
い
た
村
で
は
疫
神
の
祟
り
を
恐
れ
て
祀
っ
て
い
る
の
だ
が
、
周
辺
の
村
で
は
棚
に

神
札
を
祀
り
、
疫
神
と
と
も
に
棚
を
川
へ
流
す
所
と
、
長
期
間
祀
っ
て
お
く
こ
と
に

よ
っ
て
疫
神
が
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
所
が
見
ら
れ
る
。

　

真
菰
の
棚
で
は
な
い
が
、
お
立
宮
な
ど
と
呼
ん
で
木
の
祠
を
一
定
期
間
祀
る
の
は
、

岐
阜
県
か
ら
愛
知
県
東
部
に
ま
で
広
い
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
程
は
、
津

島
祭
の
後
で
は
な
く
、
本
来
津
島
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
七
月
十
五
日
（
旧
暦
六
月
十

五
日
）
ご
ろ
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

静
岡
県
東
部
の
伊
豆
半
島
と
そ
の
北
部
の
三
島
市
・
沼
津
市
な
ど
で
は
、
七
月
上

旬
に
お
涼
み
と
称
し
て
小
祠
を
出
し
て
、
氏
神
社
の
前
や
村
の
中
心
の
辻
で
祀
る
。

そ
の
際
、
小
祠
を
神
輿
に
し
て
担
ぎ
、
川
の
中
に
放
り
込
む
所
も
あ
る
。
ま
た
、
小

祠
を
納
め
る
お
仮
屋
を
作
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
お
仮
屋
の
屋
根
や
壁
は
小
麦
藁

で
作
ら
れ
る
。
祭
り
の
期
間
は
、
一
か
月
以
上
の
長
い
期
間
の
場
合
や
氏
神
社
の
夏

祭
り
前
の
七
日
間
程
度
か
は
集
落
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
定
の
期
間
祀
ら
れ
る
と

氏
神
社
な
ど
で
神
札
を
燃
や
し
て
い
る
。



一
六

　

静
岡
市
周
辺
の
駿
河
地
方
で
も
津
島
祭
（
天
王
祭
）
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

お
仮
屋
が
現
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
市
町
村
史
に
も
詳
し
い
記
載
は
な
く
不
明

で
あ
る
。
た
だ
、
北
田
の
天
王
船
流
し
の
よ
う
に
、
津
島
社
の
神
札
を
麦
藁
の
船
に

乗
せ
て
海
に
流
す
祭
り
が
あ
る
。

　

静
岡
県
西
部
の
天
竜
川
河
口
付
近
の
磐
田
市
や
浜
松
市
で
も
、
同
じ
よ
う
に
神
札

を
舟
や
筏
、
神
輿
に
乗
せ
て
川
に
流
す
所
が
あ
り
、
愛
知
県
東
部
の
豊
田
市
・
新
城

市
周
辺
の
山
間
部
で
は
小
麦
藁
の
人
形
を
村
境
へ
送
っ
て
い
く
祭
り
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
集
落
内
の
災
厄
を
外
へ
放
逐
す
る
た
め
の
祭
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
竹
を
骨
組
み
と
し
て
檜
葉
・
杉
葉
を
使
っ
た
お
仮

屋
が
作
ら
れ
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
新
城
市
横
川
と
磐
田
市
新
出
に
東
脇
、

磐
田
市
西
同
笠
ぐ
ら
い
で
あ
と
は
常
設
の
祠
に
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
つ
て

は
も
っ
と
広
範
囲
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
断
片
的
な
事
例
で
あ
る
が
、
三
重
県

明
和
町
佐
田
西
出
や
滋
賀
県
東
近
江
市
建
部
瓦
屋
寺
町
な
ど
か
ら
推
定
で
き
る
。

　

祇
園
祭
や
天
王
祭
は
、
基
本
的
に
は
疫
神
を
放
逐
す
る
祭
り
で
あ
り
、
舟
に
神
札

を
載
せ
て
海
や
川
に
流
す
の
は
、
強
力
な
津
島
神
に
よ
っ
て
集
落
か
ら
疫
神
を
連
れ

去
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
夏
の
一
定
期
間
の
間
だ
け
お
仮
屋

を
祀
る
の
も
、
疫
病
が
流
行
す
る
夏
の
間
は
津
島
神
の
力
で
集
落
内
に
疫
神
が
入
る

の
を
防
ぐ
こ
と
を
期
待
し
、
そ
れ
も
最
後
に
は
流
し
た
り
、
燃
や
し
た
り
し
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
と
は
別
に
、
津
島
信
仰
の
お
仮
屋
の
中
に
は
、
た
と
え
材
料
に
し
た
植
物

が
枯
れ
て
も
、
翌
年
の
祭
り
に
新
し
く
作
り
替
え
ら
れ
る
ま
で
、
神
札
を
祀
り
続
け

て
い
る
所
が
あ
る
。
夏
の
期
間
だ
け
で
は
な
く
一
年
中
、
津
島
神
の
威
力
で
集
落
内

に
災
厄
な
ど
が
入
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
と
は

仮
設
の
お
仮
屋
が
、
常
設
の
祠
に
な
っ
て
い
る
所
も
多
い
。

　

氏
神
社
の
境
内
に
作
ら
れ
た
お
仮
屋
は
、
仮
設
で
あ
る
た
め
境
内
末
社
と
し
て
は

扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
常
設
の
祠
に
な
っ
た
も
の
は
や
が
て
境
内
末
社
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
各
地
の
神
社
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
経
過
を
経
た
境
内
末
社
が
あ
っ

た
こ
と
を
推
定
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
集
落
内
に
祀
ら
れ
た
お
仮
屋
が
信
仰

を
集
め
、
社
殿
が
建
て
ら
れ
て
独
立
し
た
津
島
神
社
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
津
島
信
仰
の
お
仮
屋
は
、
神
社
の
社
殿
が
整
え
ら
れ
て
い
く
前
の
姿
を
考
え
る

上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

註①　

小
島
廣
次
「
津
島
と
お
天
王
さ
ま
」（『
海
と
列
島
文
化　

第
八
巻　

伊
勢
と
熊
野
の

海
』
小
学
館
、
一
九
九
二
年
）。

②　

八
開
村
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
八
開
村
史　

民
俗
編
』
三
四
二
～
七
頁
、
八
開
村
役

場
、
一
九
九
七
年
。

③　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

別
編　

民
俗
2　

尾
張
』
六
七
二
・
七

七
〇
頁
、
愛
知
県
、
二
〇
〇
八
年
。

④　

新
修
名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
九
巻　

民
俗
編
』
六
五

八
頁
、
名
古
屋
市
、
二
〇
〇
三
年
。

⑤　

名
古
屋
市
博
物
館
『
企
画
展　

尾
張
の
天
王
信
仰
』
一
九
九
九
年
。

⑥　

杉
村
斉
「
伊
豆
の
津
島
系
天
王
信
仰
に
つ
い
て
」（『
郷
土
館
だ
よ
り
』
二
七
、
三
島

市
郷
土
館
、
一
九
八
七
年
）。

⑦　

静
岡
県
教
育
委
員
会
『
静
岡
県
の
祭
り
・
行
事
―
静
岡
県
の
祭
り
・
行
事
調
査
事
業

報
告
書
―
』「
お
天
王
さ
ん
の
祭
り
」
二
〇
〇
〇
年
。

⑧　

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
編
『
静
岡
県
史
民
俗
調
査
報
告　

第
三



一
七

集　

大
平
の
民
俗
―
沼
津
市
―
』
一
九
八
七
年
、
静
岡
県
文
化
財
保
護
協
会
。

⑨　

静
岡
県
教
育
委
員
会
編『
沢
田
の
民
俗
―
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁
科
―
』一
二
九
頁（
神

野
善
治
執
筆
）、
静
岡
県
、
一
九
八
七
年
。

⑩　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

別
編　

民
俗
3　

三
河
』
六
八
五
～
七

頁
、
愛
知
県
、
二
〇
〇
五
年
。

⑪　
『
新
編
岡
崎
市
史　

史
料　

民
俗
19
』
二
三
一
～
二
頁
、
新
編
岡
崎
市
史
編
集
委
員

会
、
一
九
八
四
年
。

⑫　
『
愛
知
県
史　

別
編　

民
俗
3　

三
河
』
六
八
六
頁
。

⑬　

早
川
孝
太
郎
著
『
三
州
横
山
話
』
一
九
二
一
年
（『
早
川
孝
太
郎
全
集　

第
四
巻
』

一
五
二
頁
、
一
九
七
四
年
、
未
来
社
）。

⑭　

新
城
市
誌
編
集
委
員
会
編
『
新
城
市
誌
』
三
九
四
頁
、
新
城
市
、
一
九
六
三
年
。

⑮　
『
愛
知
県
史　

別
編　

民
俗
3　

三
河
』
七
八
六
頁
。

⑯　

新
編
豊
川
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
編
豊
川
市
史　

第
九
巻　

民
俗
』
一
〇
四
〇
頁
、

豊
川
市
、
二
〇
〇
三
年
。

⑰　
『
愛
知
県
史　

別
編　

民
俗
3　

三
河
』
六
八
七
～
九
頁
。

⑱　

豊
田
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
豊
田
町
誌　

通
史
編
』
一
三
三
四
～
五
頁
、
豊
田
町
、

一
九
九
六
年
。
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
編
『
静
岡
県
史
民
俗
調
査

報
告
書　

第
十
一
集　

富
里
の
民
俗
―
磐
田
郡
豊
田
町
―
』
静
岡
県
、
一
九
九
〇
年
。

⑲　

浅
羽
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
浅
羽
町
史　

民
俗
編
』（
二
七
七
～
八
頁
、
浅
羽
町
、

一
九
九
八
年
）、
ま
た
、『
静
岡
県
史　

資
料
編
写
真
4　

民
俗
二
』（
静
岡
県
、
一
九

九
三
年
）
の
口
絵
九
頁
に
写
真
が
あ
る
。

⑳　

山
本
義
孝
「
あ
さ
ば
じ
っ
く
り
拝
見
写
真
4　

津
島
神
を
祀
る
杉
の
祠
」（『
広
報
あ

さ
ば
』
二
〇
〇
四
年
六
月
、
浅
羽
町
）。
ま
た
、
鳳
来
町
能
登
瀬
の
お
仮
屋
の
写
真
が

載
っ
て
い
る
。

�　

静
岡
県
教
育
委
員
会
『
静
岡
県
の
祭
り
・
行
事　

―
静
岡
県
の
祭
り
・
行
事
調
査
事

業
報
告
書
―
』「
由
比
北
田
天
王
船
流
し
」。

�　
『
佐
久
間
町
史
』
下
巻
、
一
五
五
〇
～
一
頁
、
佐
久
間
町
役
場
、
一
九
八
二
年
。『
静

岡
県
史　

資
料
編
写
真
5　

民
俗
三
』
八
五
九
～
六
〇
頁
、
静
岡
県
、
一
九
九
七
年
。

�　

豊
田
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
豊
田
町
誌　

通
史
編
』
一
三
二
八
～
三
四
頁
、
豊
田

町
、
一
九
九
六
年
。

�　

静
岡
県
教
育
委
員
会
『
静
岡
県
の
祭
り
・
行
事　

―
静
岡
県
の
祭
り
・
行
事
調
査
事

業
報
告
書
―
』「
ヨ
イ
ト
ー
（
津
島
神
社
の
祭
礼
）・
浜
松
市
金
折
町
」。

�　

長
倉
三
郎
著
『
日
本
の
民
俗　

岐
阜
』
一
五
八
頁
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
四
年
。

『
海
津
町
史　

民
俗
編
』
一
三
三
頁
、
海
津
町
、
一
九
七
二
年
。

�　
『
日
本
の
民
俗　

岐
阜
』
一
五
八
頁
。『
美
濃
加
茂
市
史　

民
俗
編
』
口
絵
・
一
一
二

頁
、
美
濃
加
茂
市
、
一
九
七
八
年
。

�　

三
重
県
立
松
阪
高
等
学
校
民
俗
同
好
会
・
明
和
町
郷
土
文
化
を
守
る
会
編
集
『
明
和

の
民
俗
』
明
和
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
。
明
和
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
明
和

町
史　

史
料
編　

第
一
巻　

―
民
俗
・
文
化
財
―
』
明
和
町
、
二
〇
〇
四
年
。

�　

蒲
生
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
蒲
生
町
史　

第
三
巻　

考
古
・
美
術
・
建
築
・
民
俗
』

六
六
三
頁
、
蒲
生
町
、
二
〇
〇
〇
年
。

�　

八
日
市
市
史
編
さ
ん
室
編
『
資
料
集
Ⅲ　

八
日
市
の
民
俗
』
八
日
市
市
教
育
委
員
会
、

一
九
七
六
年
。
五
個
荘
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
五
個
荘
町
史　

第
四
巻
（
3
）
民
俗
』

五
個
荘
町
役
場
、
一
九
九
三
年
。

【
付
記
】

　

本
研
究
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
平
成
18
年
度
～
20
年

度
「
祭
祀
に
と
も
な
う
施
設
の
研
究
」（
課
題
番
号
1
8
5
2
0
6
3
5
）
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。




